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り材木を運び上げたものと伝えられる。なお、
現存の国宝本殿の造営時にはこの材木川が
用いられたという。
　かつての遷宮では、社家の造営所の管掌
によって、番

ばんじょう

匠と称する上級大工職の松井・
平芳・仁井田・久保田などの棟

とうりょう

梁があり、
そのもとに大勢の宮大工が存在した。また、
大工のみならず鳶

とび

・左
さ か ん

官・鍛
か じ

冶・屋根職な
ど多くの職人を擁していた背景も見逃すこと
ができない。
　住吉の職人については全てを取り上げるこ
とは困難だが、前述の材木川の上流には俗
に材

ざいもくまち

木町と呼ばれる区域があり、当地には
大佐や大源という地

だんじり

車の名匠が活躍した。
なかでも住吉大

だ い さ

佐こと大工佐兵衛の手によ
る住吉型上

かみだんじり

地車は著名であったが、地元で
は久しく忘れられている。
　また、明治以後には住吉の宮大工から葬
祭の祭壇・棺桶製作などに転業する者もあ
り、葬祭業の起こりとも大いに関わりがあっ
たという。地車や祭壇と同じく彫物としては

住吉欄
ら ん ま

間が著名であった。今なお各地の旧
家に存するというが、これもまた地元では忘
却されつつある。
　なかでも瓦造りは〝住瓦

かわらしょう

庄〟こと瓦屋庄
右衛門が近隣に聞こえた瓦職人の家であり、
その伝統は、後の丹

たんじようぎょうしょ

司窯業所の煉
れ ん が

瓦・土
管造りに受け継がれた。また同様に、左官
職人にも腕のたつ者が多く、漆喰の鏝

こ て え

絵に
も傑作が見られ、住吉の町屋や土蔵を荘重
に飾り立ててきた。
　以上、住吉の蔵をめぐる風土的背景をう
かがいながら、住吉大社との関係を中心に
住吉の建築・工芸文化を見てみたが、次い
で境内に存在する貴重な蔵について略述し
よう。

桃山時代の校倉造「住吉の高蔵」
　最古の住吉の蔵は「住吉の高

たかくら

蔵」である。
南北の二棟あり、共に国の重要文化財に指
定される貴重な蔵である。その建造は、桃
山時代の慶長 12 年（1607）であり、住吉区

「住吉神社古図」（部分）　第一本宮の北西に御文庫、第一本宮および第三本宮の南方に高蔵 2 棟がみえる。
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住吉の高蔵（重要文化財指定）

ばかりか大阪府内の指定文化財中で最も古
い蔵でもある。
　高蔵の様式は、いわゆる板

いたあぜくらづくり

校倉造の高
床式倉庫である。桁

けたゆき

行 3 間・梁
はりゆき

行 2 間の
木造で本瓦葺、寄

よせむねづくり

棟造の板蔵であり、建
造に釘が一本も使用されていないため、

「釘
くぎなしほうこ

無宝庫」という別称をもつ。
　なお、戦前に書かれた『住吉の史蹟名勝』

（昭和 9 年・大阪染料商壮年会発行）には、
この蔵が「俗に左甚五郎の作」と紹介されて
いる。左

ひだりじんごろう

甚五郎とは日光東照宮の“眠り猫”
などで有名な伝説的彫刻職人であるが、その
作品と噂されるほどの珍奇な存在であった。
　校倉造といえば、誰しもが正倉院を思い
浮かべるが、大阪の住吉にも文化財として
存在していることはもっと注目されるべきで
あろう。
　建立について、桃山時代の慶長 11・12 年

（1606・07）の記録「津守家盛記」（『住吉
松葉大記』所引）に、高蔵 4 棟の造営記
事がみえている。そのうち2 棟が現存するが、
建立からは実に 400 年余の時を経ているこ
とになる。
　明治以後、高蔵は境内の整備によって
数度移築されている。南高蔵は明治 14 年

（1881）南牧
ひらはし

橋の東南あたりから神館の域
内に移されたが、昭和 45 年（1970）現在
地の第一本宮東側に移築となった。同時に、
今よりも北にあった北高蔵もまた現在地に移
築したので、今日のように南北 2 棟が並ぶよ
うになったのである。
　移築時には、損耗が甚

はなはだ

しかったため細心
の注意を要したが、竹原技師の指導により
解体修理が行われ、用材・瓦・木組に至る
まで時代考証に基づいた補修がほどこされ
た。 
　南北 2 棟の高蔵は、それぞれ構造形式は
似ているが、礎石の上にある十二本の丸柱

に架かる台輪の桁行が、北高蔵は 3 本、南
高蔵は 2 本と異なっている。また、北高蔵は、
桁行 5.40 ｍ（17.82 尺）、梁行 4.81 ｍ（15.88
尺）の規模をもつ。対する南高蔵は、規模
がやや小さく、桁行 4.85 ｍ（16.01 尺）、梁
行 4.24 ｍ（13.98 尺）となっている。
　以上のような歴史的価値によって、平成
11 年（1999）には府指定有形文化財に指定
され、ついで平成 22 年（2010）12 月には
国重要文化財に追加指定された。
　高蔵は長らく神宝を秘蔵する「宝庫」で
あったが、境内に住吉文

ぶ ん か

華館
かん

（昭和 52 年
竣功）が出来たことにより、神宝類の収蔵
庫としての役割は終えた。しかし、蔵として
の生命は消えておらず、祭具の収蔵庫として
今日も用いられつづける現役の蔵である。ま
さに住吉を代表する蔵にふさわしい存在で
あろうと思われる。

大阪最古の文庫「住吉御文庫」
　住吉御

お ぶ ん こ

文庫は、写本・版本をはじめ貴重
な奉納書籍約五万冊を保存する蔵である。
漆喰塗の土蔵造で、屋根寄棟造の二階建、
唐
か ら は ふ

破風屋根（中央部を弓形に盛上げ、曲線
状に左右を反らせた屋根）の向拝（正面に
突き出た庇

ひさし

部分）がつき、海
な ま こ か べ

鼠壁（壁に正
方形の平瓦を貼り並べて漆喰の継目を盛り
上げる伝統工法）の美しい腰をもつ。その


